
 

 

 

  

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

―ＴＡＣ information―  

 ＪＡ京都中央 2024年 2月 27日 №693 作成者 上田由里子  

 2 月 22 日、JA 京都中央営農者会は、リーガロイヤルホテ

ル京都にて、「技術研修大会」を開催されました。 

近年の夏季の高温等による影響で、白未熟粒や未熟米など米

の品質が低下し、等級を下げる要因が全国的に問題となってい

ます。 

今回の研修では、高温耐性品種「にこまる」と斑点米カメム

シ類による水稲への被害と対策について、研修が行われました。 

当日は２３名の参加があり、講師には、農研機構九州沖縄農

業研究センター 作物育種グループの田村克徳氏と、農研機構 

植物防疫研究部門の平江雅宏氏を迎え講義を受けました。 

営農者会 

技術研修大会を開催 

水稲品種「にこまる」と「ヒノヒカリ」の栽培方法から、斑点米カメムシ類への防除体系などの質

問・意見があり、非常に有意義な研修会となりました。 

また、会場には今年度検査された米のサンプルが展示され、参加者は品質の差や、斑点米カメムシ

類による被害痕の違い、を熱心に見ておられました。 

 

R5年度京都府生物資源研究センター 

成績報告会が開催されます!! 

 3 月 21日（木）に、京都府農林水産技術センター生物資源研究センター講堂にて、令和５年

度成績報告会が開催されます。 

 今年度、新たにキュウリにおいて発見・確認されたウィルス【CABYV】についてや、花菜の

根こぶ病についての発表などが予定されています。 

 Webでのオンライン配信も予定されていますので、ぜひご参加ください。 

 詳しくは、裏面へ。 

～地球温暖化における水稲の栽培技術対策について～ 



 

 


